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第14回  熊本県議会 有明海・八代海再生及びゼロカーボン社会  

     推進特別委員会会議記録 

 

令和３年６月28日(月曜日) 

            午前９時58分開議 

            午後０時６分閉会 

 

本日の会議に付した事件 

 (1) 有明海・八代海の環境の保全、改善及

び水産資源の回復等による漁業の振興

に関する件について 

 (2) 2050年県内 CO2排出実質ゼロに向け

た 

  取組に関する件について 

  (3) 請第 29号 「有明海再生の根源的な

解決を図るために、国が福岡高裁によ

る和解協議の提案を受け入れるよう求

める意見書」の提出に関する請願 

 (4) 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 

出 席 委 員（16人） 

        委 員 長 髙 野 洋 介 

        副委員長 緒 方 勇 二 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 吉 永 和 世 

                委  員 井 手 順 雄 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 山 口   裕 

        委  員 磯 田   毅 

        委   員 楠 本 千 秋 

        委  員 西 山 宗 孝 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 吉 田 孝 平 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

        委  員 西 村 尚 武 

        委  員 荒 川 知 章 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

欠 席 委 員（なし） 

委員外議員（なし） 

 

説明のため出席した者 

環境生活部 

         部 長 藤 本   聡 

        環境局長 波 村 多 門 

    環境立県推進課長 吉 澤 和 宏  

      環境保全課長 西 村 浩 一 

    循環社会推進課長 小 原 正 巳    

総務部 

      財産経営課長 永 松 浩 史 

企画振興部 

   交通政策課審議員 浦 本 雄 介 

商工観光労働部 

     産業振興局長 内 藤 美 恵 

商工政策課政策調整審議員 山 田 純 子 

      産業支援課長 大 下   慶 

   エネルギー政策課長 上 塚 恭 司 

農林水産部 

部 長 竹 内 信 義 

        水産局長 山 田 雅 章 

農業技術課長 酒瀬川 美 鈴 

畜産課長 上 村 佳 朗 

農地整備課長 青 木 公 平 

森林整備課長 笹 木 征 道 

水産振興課長 堀 田 英 一 

漁港漁場整備課長 植 野 幹 博 

水産研究センター所長 中 原 康 智 

土木部 

     総括審議員兼 

     河川港湾局長 永 松 義 敬 

土木技術管理課長 桑 元 伸 二 

下水環境課長 仲 田 裕一郎 

河川課長 菰 田 武 志 

  港湾課長 原     浩 

建築課長 橋 本 知 章 
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教育委員会 

        施設課長 東   敬 二 

企業局 

      総務経営課長 亀 丸 明 弘 

警察本部 

        会計課長 田 中 弘 哉 

 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 小 田 裕 一 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

   

   午前９時58分開議 

○髙野洋介委員長 皆様、おはようございま

す。時間前でございますけれども、委員の皆

様方が全員おそろいですので、少し早いです

けれども、始めたいと思います。 

 ただいまから第14回有明海・八代海再生及

びゼロカーボン社会推進特別委員会を開催い

たします。 

 それでは、今年度最初の開催に当たり、一

言御挨拶を申し上げます。 

 委員長の髙野洋介でございます。本日は、

今年度最初の委員会でありますので、一言御

挨拶を申し上げます。 

 本委員会では、有明海・八代海の環境の保

全、改善及び水産資源の回復等による漁業の

振興に関する件及び2050年県内ＣＯ2排出実

質ゼロに向けた取組に関する件について議論

をしてまいります。 

 先ほど申しましたように、ゼロカーボンに

つきましては、今年度から最初の議論という

ふうになりますので、活発な議論を期待して

いるところでございます。 

 今後１年間、委員の先生方をはじめ執行部

の皆様方の御協力をいただき、緒方副委員長

とともに、本委員会の円滑な運営に努め、付

託調査事件に取り組んでまいりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 また、皆様方、お手元にマスクが配付され

ていると思います。私も今着用しているマス

クでございますけれども、これが、環境立県

推進課のほうから作られて、皆様方にぜひ使

ってもらって、県民運動を活発にしてほしい

という思いがありますので、ぜひ何回も洗っ

て毎日のようにつけてもらえればと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 簡単ではございますが、挨拶とさせていた

だきます。 

 次に、副委員長のほうからも御挨拶をお願

いいたします。 

 

○緒方副委員長 皆さん、おはようございま

す。副委員長の緒方でございます。 

 髙野委員長を補佐し、円滑な委員会運営が

行われますよう精いっぱい務めてまいりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 また、委員各位並びに執行部の皆様方に

は、御協力のほどよろしくお願い申し上げ、

簡単ですが、御挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○髙野洋介委員長 ありがとうございまし

た。 

 執行部の紹介につきましては、お手元の自

己紹介名簿に代えさせていただきます。 

 それでは、執行部を代表して、藤本環境生

活部長から御挨拶をお願いいたします。 

○藤本環境生活部長 おはようございます。

環境生活部長の藤本でございます。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を代

表して御挨拶申し上げます。 

 県議会におかれましては、有明海・八代海

の再生に加え、今年度から、新たにゼロカー

ボン社会の推進についても御審議いただくこ

とになりました。厚く御礼申し上げます。 

 有明海・八代海の再生につきましては、平

成15年３月に策定した特措法に基づく県計画

と県議会からいただいた提言に沿って、川上

から川下、そして海に至る総合的な対策に取
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り組んでまいりました。 

 ノリ養殖につきましては、平成26年以降、

７年連続で生産金額100億円以上を達成して

おります。 

 一方、アサリにつきましては、厳しい生産

状況となっておりますが、一部の漁場では生

産が再開されるなど、明るい話題も聞かれて

おります。 

 また、県議会の強力な御支援の下、特措法

の延長も実現いたしました。引き続き豊かな

海の再生に向けてしっかりと取り組んでまい

ります。 

 ゼロカーボン社会の推進につきましては、

今後の目標や取組の方向性を盛り込んだ第６

次環境基本計画を本定例会に提案しておりま

す。この中で、2030年度の温室効果ガスの削

減目標をマイナス50％としております。ここ

数年、地球温暖化の影響とされる豪雨災害な

どが各地で頻発しており、県民生活を守るた

めにも、温暖化対策を加速化させる必要があ

ります。本委員会での御意見等も踏まえ、し

っかりと取り組んでまいります。 

 本日は、今年度初めての委員会でございま

すので、今年度の取組などについて御説明い

たします。 

 詳細につきましては、この後、関係課長が

説明いたしますので、御審議のほどどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

○髙野洋介委員長 次に、議事に入ります前

に、今年度の審議予定について御説明いたし

ます。 

 お手元にお配りしている令和３年度審議予

定を御覧ください。 

 年度当初の本日は、有明海・八代海再生と

ゼロカーボン両方の関連施策の取組状況等に

ついて審議し、来年２月の委員会でその実績

や次年度の取組予定等について審議すること

とします。そして、９月は有明海・八代海再

生を、11月はゼロカーボンを中心に審議した

いと思います。また、ゼロカーボンにつきま

しては、10月頃に専門家を招いた勉強会を開

催したいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

 それではまず、今回付託された請第29号に

ついて、提出者から趣旨説明の申出があって

おりますので、これを許可したいと思いま

す。 

 請願の説明者を入室させてください。 

  （請第29号の説明者入室) 

○髙野洋介委員長 説明者の方へ申し上げま

す。各委員には、請願書の写しを配付してお

りますので、説明は簡潔にお願いをいたしま

す。 

 それでは、請第29号について説明をお願い

いたします。 

  （請第29号の説明者の趣旨説明) 

○髙野洋介委員長 趣旨はよく分かりまし

た。後でよく審査いたしますので、本日は、

これでお引取りください。 

  （請第29号の説明者退室) 

○髙野洋介委員長 それでは、お手元に配付

の委員会次第に従い、付託調査事件を審議い

たします。 

 まず、(1)議題「有明海・八代海の環境の

保全、改善及び水産資源の回復等による漁業

の振興に関する件」について、執行部から説

明を受け、その後、質疑を行いたいと思いま

す。 

 なお、委員会の運営を効率的に行いたいと

考えておりますので、説明者は、着座にて、

説明は簡潔にお願いいたします。 

 まず、①有明海・八代海等の再生に係る現

状等について説明をお願いいたします。 

○吉澤環境立県推進課長 この横表の資料の

８ページをお願いいたします。 

 有明海・八代海の再生に係る現状等につい

てから説明させていただきます。 

 まず、１、これまでの経緯等でございます

けれども、８ページから平成12年度以降の内
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容を記載しておりますけれども、近年の動き

として、９ページの⑥特措法の改正について

御報告させていただきます。 

 令和元年12月に、特別措置法の改正を求

め、県議会から意見書を提出していただきま

した。その後も他県等と連携して要請を重ね

ました結果、３月31日に改正法が成立し、４

月１日に施行されたところでございます。こ

れによりまして、県がしゅんせつ、作澪、覆

砂等の事業を行うに当たり、補助率や起債措

置などの優遇措置が令和13年度まで延長され

ることとなりました。 

 次に、10ページをお願いいたします。 

 (3)国の動向の②の総合調査評価委員会の

動きについてでございます。平成28年度に委

員会報告書が提出されておりますけれども、

課題が特定されておらず、再生方法も示され

ていないなど、内容としては十分なものでは

ございませんでした。 

 ポイントは、最後の項目でございます。最

後の２行でございます。聞くところでは、本

年度の中間報告に向け、審議が今、国のほう

で行われておりまして、必要な項目が整理さ

れるよう、例えば、学術的な内容だけでな

く、現場の課題解決につながるような検討が

なされるよう働きかけるなど、そういった行

動が必要かと考えております。 

 11ページをお願いします。 

 (5)県の取組についてでございます。これ

まで平成16年２月の県議会の提言に沿って取

り組んでおりましたけれども、昨年度から、

令和２年２月の県議会の提言に沿って、改め

て取組を進めさせていただいております。 

 これまでの経緯等は以上でございます。 

 続きまして、12ページをお願いいたしま

す。 

 ２の有明海・八代海の水質の状況につい

て、環境保全課分も併せて報告させていただ

きます。 

 公共用水域においては、水質汚濁防止法に

基づき、水質測定計画を策定し、常時観測を

行っております。このうち、(2)環境基準の

達成状況でございますけれども、具体的に

は、13ページのグラフのとおりとなります。

海の汚濁の指標でありますＣＯＤ及び富栄養

化の指標であります全窒素、全リンともに、

近年、若干の変動はございますけれども、ほ

ぼ横ばいで推移している状況でございます。 

 次に、(3)有明海・八代海への汚濁物質流

入削減対策についてでございます。いまだ環

境基準を達成していない水域もございますけ

れども、引き続き、関係各機関と連携して、

負荷削減に向け、適切な排水規制などの取組

を進めてまいりたいと思います。 

 水質の状況等は以上でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課です。 

 14ページをお願いします。 

 ３の有明海・八代海の漁業生産の状況につ

いてです。 

 まず、①漁業の現状ですが、中段左側のグ

ラフは魚類、右側はアサリの漁獲量の推移を

示しており、黒丸が有明海、白丸が八代海と

なります。また、下段のグラフは、県全体の

魚類とアサリの漁獲金額の推移です。 

 まず、ア、魚類の漁獲量です。有明海の漁

獲量は減少傾向で、令和元年は1,097トンで

す。一方、八代海は、有明海と比べ変動が大

きく、令和元年は5,006トンとなっておりま

す。 

 次に、イ、アサリの漁獲量です。有明海で

は、資源回復に向けた様々な取組が進められ

る中、令和２年は稚貝の発生も見られました

が、漁業者による取り控えもあり、水産振興

課調べでは、ゼロトンという大変厳しい状況

となっております。 

 一方、八代海では、昨年７月豪雨の災害後

に多くの成貝がへい死し、21トンにとどまっ

ております。 
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 次に、ウ、魚類及びアサリの漁獲金額の推

移です。魚類では、近年40億円前後で推移

し、また、アサリでは、令和元年が約２億円

にとどまっているところです。 

 15ページをお願いします。 

 ②の養殖漁業の状況です。上段の図は、有

明海と八代海のノリ養殖生産枚数及び生産金

額の推移を示しており、左の図が有明海、右

の図が八代海です。有明海の令和２年漁期

は、一時栄養塩が不足したものの、海域環境

の回復と生産者の適切な管理などにより、生

産金額で約107億円となっております。 

 一方、八代海は、経営体数が２経営体にま

で減少し、令和２年は、病気の影響等もあ

り、生産金額で約851万円でございました。 

 最後に、魚類養殖です。下段は、魚類養殖

における主要魚種であるブリ類とマダイの生

産量、生産金額の推移で、そのほとんどが八

代海及び牛深周辺で行われております。ブリ

類は、ここ数年、5,000トンから7,000トンで

推移し、マダイは、8,000トンから１万トン

で推移しているところでございます。 

 水産振興課は以上です。 

 

○髙野洋介委員長 次に、②「有明海・八代

海等の再生に係る提言」への対応について説

明をお願いいたします。 

 

○仲田下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 資料の20ページをお願いいたします。 

 提言項目、海域環境への負荷の削減に係る

施策、生活排水処理施設の整備促進と適切な

維持管理について御説明いたします。 

 まず、これまでの取組ですが、令和７年度

末の汚水処理人口普及率を94％に高めること

を目標に、地域特性に適した生活排水処理施

設の整備を推進しております。また、下水

道・集落排水施設への接続や浄化槽の適切な

維持管理等について、市町村や関係機関と協

力し、普及啓発活動に取り組んでおります。 

 ２つ目の課題と今後の方向性につきまして

ですが、人口減少などの社会情勢の変化を踏

まえ、未普及対策、施設の老朽化などに伴う

計画的な改築更新及び広域化・共同化など、

効率的な運営管理に取り組んでまいります。

また、普及・啓発活動や下水道・集落排水施

設への接続、浄化槽の適切な維持管理等に引

き続き取り組んでまいります。 

 21ページをお願いいたします。 

 令和２年度の取組及び実績について、主な

ものについて御説明いたします。 

 右の取組実績をお願いいたします。 

 ②番の流域下水道では、施設の管理を最適

化するストックマネジメント計画に基づき、

改築更新、耐震・耐水化対策工事を実施して

おります。③の合併処理浄化槽への転換補助

事業につきましては、31市町村で480基の転

換を実施しております。④の普及啓発活動で

は、流域下水処理場での社会科見学や、県立

図書館及び県民交流館パレアにおいてパネル

展示等を行いました。 

 最後に、令和３年度の取組予定でございま

すが、上記①から⑤について、引き続き取り

組んでいくことにより、海域環境への負荷の

削減に努めてまいります。 

 下水環境課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ②普及啓発活動の展開でございます。 

 １のこれまでの取組ですが、平成14年度か

ら、みんなの川と海づくり県民運動を行って

まいりました。 

 ２の課題と今後の方向性です。例年着実に

参加があり、定着しておりましたけれども、

昨年は、コロナ禍により実施がなかなか困難

な状況でございました。引き続き海洋プラス
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チックごみ問題等を取り入れるなど、昨今の

情勢に合わせながら、また、感染防止対策に

徹底しながら、できるだけ取組ができるよう

検討が必要なところでございます。 

 23ページをお願いいたします。 

 令和２年度の右側の欄、取組実績を御覧く

ださい。一斉清掃の活動は6,500人にとどま

っておりまして、前年度の２万8,500人と比

べまして非常に少なく、コロナ禍が大きく影

響してございます。 

 それで、今年度の取組です。４の取組予定

でございますけれども、本年度は、新型コロ

ナウイルスの感染防止に配慮しながら、多く

の方が参加できるよう工夫しながらの普及啓

発活動を展開してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 資料の26ページをお願いいたします。 

 農薬・化学肥料の使用量の削減についてで

ございます。これまで、土づくりを基本に、

農薬と化学肥料の削減に取り組む環境にやさ

しいくまもとグリーン農業の拡大に取り組

み、平成16年度と比較しますと、農薬と化学

肥料の使用量ともに約39％削減をしておりま

す。 

 次のページ、３の令和２年度の取組実績で

ございますが、①のグリーン農業の生産宣言

者は２万1,212件と増加をしております。ま

た、③の環境にやさしい農業技術の普及で

は、害虫を捕食する天敵を活用した実証展示

圃を県内９か所に設置し、減農薬・減化学肥

料技術の普及、定着を推進しました。 

 令和３年度も、化学肥料や農薬のさらなる

削減に向け、技術展示圃の設置も行いなが

ら、グリーン農業の生産拡大や取組の高度化

を進めてまいります。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 家畜ふん尿の適正管理の継続でございま

す。これまでの取組に記載しておりますとお

り、家畜排せつ物につきましては、平成16年

施行の家畜排せつ物法に基づいて適正な管理

を推進しているところでございます。 

 29ページ、表の右側、取組実績でございま

すが、家畜ふん尿の不適正な管理を防止する

ため、年間を通じて農家の巡回指導を実施す

るとともに、堆肥舎施設整備や堆肥センター

の活用など、経営形態に応じた対応を指導し

ております。 

 また、11月を畜産環境月間と位置づけ、堆

肥適正管理に関する啓発資料を作成し、農業

団体等の機関誌への掲載や畜産農家への配付

を行っております。 

 令和３年度も、引き続き市町村や農業団体

と連携し、農家の巡回指導や意識啓発などを

行い、家畜排せつ物の適正な管理を推進して

まいります。 

 30ページをお願いします。 

 耕畜連携による堆肥の広域流通でございま

す。これまでの取組に記載しておりますよう

に、農業団体との連携による堆肥共励会や畜

産農家と耕種農家とのマッチングなどの取組

の結果、堆肥の広域流通量が約７万4,500ト

ンまで拡大しております。 

 31ページ、表の右側、取組実績でございま

すが、熊本県耕畜連携推進協議会の構成メン

バーであります県と農業団体が連携して、堆

肥共励会や冊子配付による事例紹介を行うと

ともに、「たい肥の達人」との意見交換を実

施し、堆肥の流通状況に関する情報共有など

を行い、良質堆肥の生産や広域流通などを推

進してまいりました。また、補助事業を活用

して堆肥舎や堆肥散布機の整備などを実施し

ております。 

 令和３年度も、引き続き、良質堆肥の生産
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と堆肥の広域流通を進めてまいります。 

 畜産課は以上でございます。 

 

○中原水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 32ページをお願いいたします。 

 養殖場から排出される負荷の削減でござい

ます。 

 まず、1、これまでの取組ですが、養殖場

における給餌や排せつによって生じる環境負

荷を低減させるため、窒素、リンを栄養塩と

して吸収するヒトエグサやヒジキなど海藻類

の増養殖技術の開発に取り組んでおります。 

 また、地元漁協が策定した漁場改善計画が

着実に実施されるよう指導、支援を行ってま

いりました。 

 課題と今後の方向性です。引き続き、海藻

類の増養殖技術の開発、普及を研究の重点テ

ーマとして取り組んでいくとともに、漁場改

善計画の着実な実施について指導してまいり

ます。 

 33ページ、３の令和２年度の取組です。海

藻類の増養殖技術開発では、公益財団法人く

まもと里海づくり協会とともに、ヒトエグサ

人工採苗網656枚を作製、９地区、10業者に

配付をいたしました。これは、県内ヒトエグ

サ養殖業者が使用する養殖網の約１割に当た

ります。 

 また、各漁協が魚類養殖場で実施した底質

調査の結果を基に、漁場環境の維持・改善が

図られるよう指導を行いました。 

 令和３年度につきましても、養殖場から排

出される負荷を軽減するため、引き続き海藻

類の増養殖技術の開発に取り組むとともに、

漁場環境の維持・改善に向けた指導を行って

まいります。 

 水産研究センターからは以上です。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課です。 

 36ページをお願いします。 

 諫早湾干拓事業に対する諫早湾干拓訴訟を

めぐる状況についてです。 

 開門をめぐる司法判断につきましては、①

の５年間の排水門の開放を命じる判決と、②

の開門の差止めを命じるという相反する司法

判断があります。令和元年９月の最高裁の判

決を受けた福岡高裁の差戻し審は、第６回の

口頭弁論が４月28日に開催されましたが、同

日、引き続き、非公開の場で、福岡高裁が国

及び漁業者側の両当事者に和解を呼びかけた

との報道があっております。 

 県としましては、今後の裁判の推移を注視

していくとともに、一日も早い有明海の再生

に向け、本県漁業者に寄り添いながら取り組

んでまいります。 

 水産振興課は以上です。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 38ページをお願いいたします。 

 (3)抜本的な干潟再生方策の検討の有明海

についてでございます。 

 ①のところですけれども、抜本的な対策を

講じるには、高度な知見と膨大な費用等を要

するため、これまで国の主体的な実施を求め

てまいりました。 

 一方、アサリ等の漁場においては、覆砂や

作澪等、県で実施可能な底質改善等に取り組

んできたところでございます。 

 ただ、海域環境の変化と水産資源回復の関

係は、右の図のように複数の要因が絡んでお

り、現時点では、国においても打ち手が見い

だせていない状況にございます。 

 次、続きまして、39ページの右側、取組実

績を御覧ください。 

 国への施策提案等を通して、泥土の堆積メ

カニズムの解明や抜本的な対策の実施につい

て要望を行ってまいりました。 

 また、県においても、大学等の研究者と検

討会を開催し、泥質化の要因解明を進めてま
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いりました。結果につきましては、９月議会

の委員会で報告させていただこうと考えてい

るところでございます。 

 ４の令和３年度の取組予定でございますけ

れども、県の調査結果を国の総合評価委員会

に提供しつつ、次回報告書には、底質改善に

向けた実現可能な対策が提示されるよう国に

求めてまいります。 

 引き続き40ページをお願いいたします。 

 八代海湾奥部についてでございます。これ

までの取組のところでございますけれども、

地図のとおり、当該海域は、不知火干拓が張

り出した特異な地形によって、土砂堆積の進

行による海域への影響が懸念されており、国

に対し、土砂堆積に関する調査研究や抜本的

な対策の実施を要望してまいりました。 

 また、昨年度、11月議会で、今後の方向性

については地元の意見をしっかり確認するよ

うにという御意見をいただいております。 

 41ページの令和２年度の取組ですが、右側

の取組実績を御覧ください。 

 ①の２でございますけれども、八代海湾奥

に関して、宇城市及び宇城市議会と意見交換

を行いました。両者からは、市街地の浸水や

農地の冠水等、防災面への影響があるのでは

ないかという懸念から、防災対策を求める意

向が示されております。 

 本年度も、引き続き、地元の意向を確認

し、河川改修、河川掘削、また、農地の排水

対策として、令和３年度の完了を目指し、排

水機場の整備を進めてまいります。 

 環境立県推進課は以上でございます。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

す。 

 42ページをお願いします。 

 (4)アサリ等の水産資源回復等による漁業

の振興の①干潟等の漁場環境改善のための事

業につきまして、有明海において、これまで

の取組は、左の表のように、干潟域では覆砂

などを実施し、浅海域では藻場の造成などを

実施いたしました。 

 事業の成果を確認した結果は、真ん中の表

のとおり、アサリの生息密度は覆砂漁場が天

然漁場よりも高くなっており、右の表の海藻

の繁茂調査でも、藻場造成漁場が天然漁場よ

りも海藻の量が多くなっており、一定の効果

が出ています。 

 課題と今後の方向につきまして、干潟域で

は覆砂や作澪等を、浅海域では藻場の造成を

引き続き行ってまいります。 

 ３の２年度の取組実績は、表右の取組実績

のとおり、荒尾市、長洲町、熊本市、宇土市

で覆砂を、また、熊本市で作澪をおおむね目

標どおり実施しております。藻場造成は天草

市五和町で実施し、有明町では繰り越して現

在実施しております。 

 ３年度の取組予定については、熊本市で覆

砂、作澪を、天草市五和町で藻場造成を実施

いたします。 

 次に、44ページをお願いします。 

 八代海についても、有明海と同様に、漁場

環境改善のために、これまでの取組は、左の

表のように、干潟域では覆砂や作澪を、浅海

域では藻場の造成などを実施しました。 

 表右のとおり、アサリの生息密度は、覆砂

漁場が天然漁場よりも高くなっています。今

後の方向性は、引き続き覆砂や作澪、藻場造

成を行うこととしております。 

 ３の２年度の実績は、表右側の取組実績の

とおり、八代市で覆砂を目標どおり実施して

います。また、藻場造成について、計画に追

加して国の承認を得ております。今後、これ

に基づいて取り組んでまいります。 

 ３年度の取組予定は、氷川町、八代市で覆

砂を実施し、また、八代市から水俣市までの

区域で、藻場造成に係る測量調査を実施いた

します。 

 漁港漁場整備課は以上です。 
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○堀田水産振興課長 水産振興課です。 

 46ページをお願いします。 

 (4)アサリ等の水産資源回復等による漁業

の振興の③栽培漁業及び資源管理型漁業の推

進（有明海）についてです。 

 これまでの取組ですが、アサリなど、有明

海沿岸４県と国が協調し、漁場環境の改善な

どに取り組むとともに、漁業者による資源管

理の取組を推進してきました。 

 その成果として、稚貝の集積や保護に効果

のある網袋や被覆網の設置場所では、多くの

アサリ稚貝の発生が見られるなど、取組の成

果が見られております。 

 ２の課題と今後の方向ですが、アサリの資

源状態は大変厳しい状況が続いていることか

ら、資源の早期回復を図るため、干潟漁場の

環境改善や母貝集団の形成の取組を進めると

ともに、クルマエビなど、資源回復に向け、

計画的な共同放流による栽培漁業を推進する

こととしております。 

 次ページをお願いします。 

 ３の令和２年度の取組目標及び実績です。 

 マダイ、クルマエビなどの放流を行うとと

もに、漁業者による資源管理の着実な実践に

向け、現場での指導等を行っております。ま

た、アサリの資源回復のため、各地先で漁業

者と連携して、袋網の設置等による稚貝の着

底促進などの対策を実施しております。ま

た、アサリ、タイラギの人工種苗の放流、マ

コガレイの種苗生産技術開発に取り組みまし

た。 

 ４の令和３年度の取組予定ですが、引き続

き、アサリ等水産資源の早期回復に向けた対

策をしっかり取り組んで推進してまいりま

す。 

 引き続きお願いいたします。48ページをお

願いします。 

 こちら、④栽培漁業及び資源管理型漁業の

推進の八代海でございます。 

 １のこれまでの取組ですが、マダイ、ヒラ

メなどで計画的な共同放流を進めるととも

に、新たにアシアカエビやキジハタの種苗生

産や放流技術の開発、エビ類の共同放流体制

の構築などの取組を推進しております。 

 これまでの成果として、右の表のとおり、

放流魚が漁獲の一定の割合を占めるなど、栽

培漁業による資源の底支えの効果が見られて

おります。 

 ２の課題と今後の方向性ですが、資源の回

復と持続的利用を図るため、健全な種苗の放

流による栽培漁業の推進と併せ、漁業者によ

る資源管理型漁業の一層の推進を図っていく

こととしております。 

 次の49ページをお願いします。 

 ３の令和２年度の取組及び取組目標及び実

績です。 

 表右側の実績をお願いします。 

 マダイ、ヒラメなど共同放流計画に基づき

放流を行うとともに、キジハタなど新たな魚

種の種苗生産技術開発に取り組みました。ま

た、クルマエビなどエビ類438万尾を沿海市

町、漁協が共同して放流しております。 

 ４、令和３年度の取組予定ですが、引き続

き①から③の取組を実施し、④の水産資源の

持続的な漁獲につながるよう新たな資源管理

の取組を推進していくとともに、アサリ資源

の早期回復に向け、漁場環境改善、母貝団地

の形成の取組を推進してまいります。 

 次の50ページをお願いいたします。 

 アサリ等水産資源回復等による漁業の振興

の⑤持続的養殖漁業の推進の有明海でござい

ます。 

 １、これまでの取組ですが、ノリ養殖にお

いて、近年の高水温や多発する病害などの環

境変化に対応した養殖を推進するとともに、

酸処理剤の適正使用と使用量削減、ノリの優

良品種の開発に取り組んでまいりました。 

 生産者の方々が適切な養殖管理に取り組ん

でこられた成果として、全国的に厳しい生産

状況の中、本県では、下の表にあるとおり、
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１経営体当たりの生産枚数、金額は増加が見

られます。 

 ２の課題と今後の方向ですが、引き続き、

環境変化等に対応したノリ養殖の持続的な安

定生産に向けた取組を推進してまいります。 

 次、51ページをお願いします。 

 ３、令和２年度の取組目標及び実績です。 

 県漁連や熊本市と連携し、漁場環境や生産

状況に対応した養殖管理や酸処理剤の適正使

用等の助言、指導を行ってまいりました。ま

た、水産研究センターで、高水温に強い品種

の開発に取り組み、養殖現場での養殖試験を

行っております。 

 ４の令和３年度の取組予定ですが、引き続

き、上記①から③に取り組み、養殖の振興に

努めてまいります。 

 次、52ページをお願いいたします。 

 ⑥持続的養殖漁業の推進の八代海でござい

ます。 

 １、これまでの取組ですが、八代海の持続

的養殖業を推進するため、漁場改善計画の着

実な実施、漁場環境に配慮した養殖を推進

し、赤潮被害防止対策や新たな養殖種類の養

殖技術開発に取り組んでまいりました。 

 左下のグラフに示したとおり、魚類養殖は

近年生産額が安定しております。また、右下

の枠囲いで示しますとおり、ヒトエグサやマ

ガキなどの新たな養殖種の生産も増加が見ら

れます。 

 ２の課題と今後の方向性ですが、引き続

き、漁場改善計画の着実な実施のため、漁

協、漁業者の指導を継続するとともに、藻

類・貝類の新たな養殖技術の開発、普及を推

進していくこととしております。 

 次の53ページをお願いします。 

 ３の令和２年度の取組目標及び実績です。 

 漁場改善計画の着実な推進のため、魚類養

殖場の底質調査の結果を基に、漁場環境の改

善指導を行うとともに、ワクチン講習会の実

施や医薬品の使用の指導、認証制度による消

費者へのＰＲを実施しています。 

 また、赤潮対策では、ＳＮＳを活用した情

報ネットワークの強化などを行っておるとこ

ろです。新たな養殖種では、ヒトエグサの人

工採苗網の量産化やマガキの天然採苗などの

技術開発の養殖指導を行っております。 

 ４の令和３年度の取組予定ですが、引き続

き、上記の①から④に取り組んでまいりま

す。 

 水産振興課は以上です。 

 

○中原水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 54ページをお願いいたします。 

 (5)再生に向けた調査・研究の充実です。 

 まず、これまでの取組ですが、水産研究セ

ンターでは、国立研究開発法人水産研究・教

育機構や大学、関係県等との共同研究、研究

成果等の情報交換、さらには関係機関の調査

結果のデータベース構築に参加するなど、有

明海・八代海の再生に向けた調査研究がより

効果的、効率的になるよう努めてまいりまし

た。 

 55ページの令和２年度の取組実績をお願い

いたします。 

 国や有明海沿岸３県と協調し、アサリ・ハ

マグリ等、特産魚介類の資源量の推測、回復

策の開発に取り組みました。 

 また、赤潮調査、栄養塩調査の結果を速や

かに漁業者等へ情報発信し、餌止めや網管理

等の対策を周知するとともに、調査結果を水

産研究・教育機構が管理するデータベースに

登録いたしました。 

 大学との共同研究では、八代海で漁獲され

るタチウオの約７割が八代海で生まれ、残り

の３割が東シナ海生まれであることが判明し

ております。 

 令和３年度につきましても、国や大学等の

研究機関と連携し、情報の共有化を図りなが

ら、漁場環境のモニタリング、アサリをはじ
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めとする水産資源の回復策、持続的な養殖生

産など、有明海・八代海再生に向けた調査研

究の充実に引き続き努めてまいります。 

 水産研究センターは以上です。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 56ページをお願いします。 

 (6)上流から下流まで連携した海洋ごみ等

対策の推進の①海洋ごみ対策につきまして、 

これまでの取組は、海域の漂流ごみについて

は、県漁連へ流木等の回収処分を委託し、白

川河口域におきましては、漂流物対策フェン

スの設置及び管理を地元漁協に委託して実施

しております。 

 海岸の漂着ごみにつきましては、各海岸管

理者が回収処分を実施しております。 

 国、沿岸市町との連携につきましては、国

の環境整備船と連携した海域の漂流ごみの回

収処分の実施や、国、県、沿岸市町、県漁連

によるごみ対策連絡会議を開催し、連携して

取り組んでいます。 

 その他、海洋ごみの県の窓口を漁港漁場整

備課に一元化しています。また、昨年７月豪

雨では、関係機関連携して大量の流木等を迅

速に回収いたしました。 

 今後の方向性につきましては、今後とも、

流木等を関係機関が連携し、漁業者等の協力

を得ながら、迅速に回収処分してまいりま

す。 

 ３の２年度の取組及び実績は、表右の実績

のとおり、漂流ごみについては、県漁連委託

により、1,000トン余回収処分いたしまし

た。また、白川河口域では漂流物対策フェン

スの設置などを行いました。 

 海岸漂着ごみについては、県の各海岸管理

者により、合計で8,000トン余、沿岸９市町

で合計約1,600トンを回収処分しました。７

月豪雨の際には、国交省が環境整備船と民間

の台船の計10隻体制で、流木等6,000トン余

を回収いたしました。 

 ④県漁港建設協会と災害協定を締結して、

今後のより効率的な回収体制を確立いたしま

した。 

 ３年度の取組予定は、流木等を関係機関が

連携し、漁業者等の協力を得て、迅速に回収

処分することとしております。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 

○小原循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 資料58ページをお願いいたします。 

 海洋プラスチックごみ対策について御説明

いたします。 

 1、これまでの取組の②ですが、令和元年

度にプラスチックごみゼロ推進会議を開催

し、関係団体の御意見も踏まえて検討を行い

ました。 

 2、課題と今後の方向性については、回収

強化、排出抑制、リサイクル、この３つの側

面から整理をいたしております。 

 続いて、59ページをお願いいたします。 

 令和２年度の取組及び実績でございます。 

 ①として、ごみの回収処分の支援を行いま

した。②は排出抑制です。ごみのポイ捨て防

止の啓発、農業用廃プラスチック類の回収な

どを行いました。③のリサイクルについて

は、プラスチックごみの分別回収状況調査な

どを行いました。 

 次に、令和３年度の取組です。 

 ごみの回収処分支援に加え、排出抑制とし

て、啓発事業、農業、漁業関係資材の流出防

止に取り組みます。リサイクルでは、市町村

におけるプラスチックごみ分別回収の支援な

どを行います。 

 循環社会推進課は以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 続きまして、③有明海・

八代海等の再生に向けた県計画に関する令和

３年度事業について説明をお願いいたしま
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す。 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 63ページをお願いいたします。 

 令和３年度の事業についてでございます。 

 今年度の当初予算の事業は70事業、総額約

181億円となります。昨年度と比べ、２事

業、40億円余増加しております。これは、昨

年度が骨格予算であったことと国土強靱化関

係で増加しておるものでございます。 

 64ページ以降に個別の事業が添付しており

ますけれども、説明は省略させていただきま

す。 

 説明は以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 以上で有明海・八代海再

生に係る執行部からの説明が終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 

○吉田孝平委員 40ページ、外来種のスパル

ティナ、私、見る限り、何か減っているよう

な気がしなくて、今、１万平方メートル駆除

をしていただいたということですけれども、

大体その繁殖率が高いとか、今どれぐらいま

だあるのか。駆除して、それがまたちゃんと

生えてこないとか、その辺をちょっとお聞き

したいんですけれども。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

答えさせていただきます。 

 １個前のページを御覧いただけますでしょ

うか。坪井川のほうでも、有明海のほうでも

スパルティナがございまして、令和２年度の

取組、39ページのところの取組実績の②でご

ざいます。坪井川につきましては、国の御尽

力もいただきまして、実際、駆除はできてお

ります。有明海のほうでは、こういうことが

できておるんですけれども、今八代海に、

次、こっちのほうの大野川等について取組を

進めるというところでございますけれども、

昨年度、網をかぶせたところが雨でちょっと

流れてしまったとか、そういうようなトラブ

ルもあって、まだ駆除が進んでおらない状況

ですけれども、今年は、昨年度の経験を踏ま

えまして、きちっと、そのような網が外れる

とかそういうことがないように、しっかり取

組を進めて、やっぱり日本で３県しか今ない

っていう状況ですので、これが広がることが

ないようしっかり取組を進めてまいりたいと

思っております。 

 以上です。 

 

○吉田孝平委員 もう１ついいですか。41ペ

ージ。湾奥部に関して、宇城市と宇城市議会

と意見交換会をしていただいたということ

で、ただ、漁業組合、松合漁協と松橋・小川

漁協組合がございますので、その辺りは、意

見は聞かれているのかと思って。 

 

○吉澤環境立県推進課長 すみません。私が

今年着任して聞いておるところでは、聞いた

という報告は受けておりません。水産で話を

聞いておられますでしょうか。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課です。 

 漁協に対しましては、通常、毎年ヒアリン

グ等で事業の内容等を確認させていただくと

いう形で、そこ辺りの御意見等を踏まえて検

討しておりますが、今のところ、この扇形の

ところで事業されたいといったような、活用

されたいといったようなお話は伺ってないと

いうところでございます。 

 

○吉田孝平委員 湾奥部に関してはそういっ

た意見かもしれませんけれども、湾奥部に近

いとこで、いろいろ漁協の方も漁師をされて

いる方もいますんで、一応、いろんな取決

め、前回何かいろいろ話が出たということ

で、そういったことを踏まえて話して、そし

て意見をしっかり聞いていただきたいと思っ
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ております。 

 １つ、湾奥部で、話変わりますけれども、

前回、数か月前に掘削、樋門のところを掘削

していただいたんですけれども、もう３～４

か月でまた樋門が開かないという状況にもな

っておりますんで、やはり土砂の蓄積がどん

どん早まっているんじゃないか、同じとこに

たまりやすいんじゃないかというふうに思い

ますんで、その辺も踏まえて、また、この湾

奥部の問題にしっかりと取り組んでいただき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○坂田孝志委員 今の関連ですけれども、湾

奥の問題は、前の委員会の折にいろんな議論

があって、それで、今、宇城市と宇城市議会

との意見交換といいますか、それは実施され

たようですが、ほかの自治体、そして漁業者

の方々の湾奥に対しての今後の取組方針、進

め方等をじっくり議論すると、意見交換をす

るということになっておりましたよね。それ

を、先ほどの課長、まだ進めておりませんと

か、予算の説明の中で何かやるようなことだ

けれども、これはしっかりやらないと駄目で

しょう、それは。意見を聞いて、奥の状況を

どう今後進めていくか、非常にこれは重要な

問題だと思うんですよね。もう既に半年以上

たっているのにその報告がないというのが、

どうなっているのか、なんばしよっとかとか

いたくなりますよね。 

 継続しておるとは誰か。山田局長か。担当

が変わったりなんかしてるでしょうから、あ

なたはその経緯をよく分かっているでしょ

う。どうなっておりますか、ちょっとお尋ね

しますが。 

 

○山田水産局長 水産局でございます。 

 八代海の湾奥部につきましては、昨年の委

員会でいろんな活発な御意見をいただきまし

た。そして、現場の関係の市町村の方にもお

話をお聞きしたというところでございます。 

 一番その奥の部分については、特に防災等

についての意識が高いということで、しか

し、水産としても、そこの場所を活用して、

何かほかの地域の水産の振興に寄与できない

かということは検討して、しっかりしていこ

うということで考えております。 

 それと、一番最奥部ではない、ちょっと出

たところにつきましては、今年もアサリ等を

増やせないかということで、試験区等をちょ

っとつくりまして、八代の振興局のほうと漁

協のほうで取組を進めるなどの振興策の検討

は進めているところでございます。 

 しっかりとした形で、漁協と意見の交換会

というふうなのは特にやっておりませんけれ

ども、これについては、ぜひ早めにやってい

きたいというふうに考えております。 

 

○坂田孝志委員 それ、やるべきでしょう。

やらないで、漁場の権利を持っている方々の

話も聞かずして、そこは進められないでしょ

う。しっかり本当にもう何か月かたっていま

すよ。膝を交えて、しっかり話をされてくだ

さい。要望しておきます。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○城下広作委員 関連というか、似たような

話になるんですけれども、12ページ。有明海

と八代海の水質の状況ということで、もう悪

いとこは、特に悪いとこはどこだというふう

に、あえて記してありますね。ここの場所

は、じゃあ水質が悪いから、改善に向け、具

体的には、ほかの地域よか特化して何か具体

的な取組をしているっていう区別化っていう

のはやっているんですかね。 

 

○西村環境保全課長 環境保全課でございま
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す。 

 一部水質が悪いとこがございますが、陸域

のほうから汚染物が流れ出てくるっていうこ

とで、工場、事業所等の立入り強化をやって

おります。昨年度につきましては、３件の違

反がございまして、その事業者につきまして

は、行政指導として、排水基準を守るように

指導しているところでございます。 

 委員からの御質問がありましたように、そ

の地域に特別に対策を取るというふうなとこ

ろは現在行っていない状況でございます。 

 

○城下広作委員 有明海、八代海は広いです

から、なかなかこれ、全部っていうわけには

いかぬから、わざわざ定点の調査地点があっ

て、どこが悪いということを調査して、どこ

が悪いということがこうやって絞られて、分

かっておるわけでしょう。そうすると、調査

をして、どこが悪いって分かっとけば、そこ

を集中してやるというのが一般的な考え方で

すよね。人間も、体のどこか悪ければそこだ

け、全部治すんじゃなくて、悪いとこ治すじ

ゃないですか。だから、悪いとこが分かるた

めに調査をして、しっかり経費も使ってやっ

て、達成できているとこと達成できてないと

こ、ここではっきり教えてもらっているか

ら、そこは悪いところは特段の何か対応をす

るというように考えるべきじゃないのかな

と。だから、特別やらぬとなれば、いやい

や、調査だけして現状だけ知っておきます

と、それは前に進まないですよね、そういう

考えは。そこをちゃんと区別化する、差別化

してやるというのが、達成するための、逆に

言えば改善になるんじゃないかなと思うんだ

けれども、それの考え方がどういうふうに進

めるかということの、ものの取組が大事じゃ

ないかということですよ。これ、どうなんで

すかね。 

 

○西村環境保全課長 その点につきまして

は、今後、ポイント、ポイントで必要な対

策、方法を検討しながら進めてまいりたいと

考えております。 

 

○城下広作委員 要は、悪いとこが分かっと

るわけだから、そこに対しては、どうやって

改善していくかというのは特別の分としては

考えておかにゃいかぬかなというふうに思い

ますので、ぜひ今後の検討として頑張ってい

ただきたいと。 

 次に行きます。 

 ちょっと何ページか分からぬけれども、頭

の中で覚えている分で。流木とか何とか、ど

ーんと、有明海、八代海に、特に大雨とか災

害時に流れまして回収しますね、おかに上げ

ますね。最終的には、これはどういう処理の

部分でなっているかという、ちょっと最後の

処理の流れの分、ちょっと確認させてくださ

い。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 流木等の処理につきましては、昨年度も大

量に発生しましたけれども、最終的には、回

収したものを処分場に持っていって、そこ

で、処分場によっては、チップにしたり、あ

るいは焼却処分したりして処理をしておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 結果的に処分して、どうし

ても産廃だから、燃やすとなると相当な経費

もかかるんでしょうね。それで、何か塩を含

んでいるけれども、それを何か、私、ちょっ

と分からぬけれども、今、キャンプなんとか

の、ああいう薪とかには使われないんです

か、ちょっと分からぬけれども。 

 

○植野漁港漁場整備課長 海の分は塩分があ

ります。処分場では塩分を処理したりして処
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分してます。先ほど申しましたチップ等の処

分については、焼却よりもチップの割合が多

くありました。キャンプ場での利用とかそう

いうのについては現時点ではちょっとやって

いませんけれども、例えば、去年の河川災害

では、市房ダムで流木の利用等をやっていま

すので、そういうのも今後検討してまいりた

いと思います。 

 以上です。 

 

○城下広作委員 相当流木が出て、そのまま

処分費は相当かかると思って、もう少し何か

その部分が何か安い分のほうに何か使える道

の方向が広がればいいかなと思っていますけ

れども、いろいろそういう利用が考えられる

のは、考えの一つとして参考にできないのか

なという要望でございます。 

 

○髙野洋介委員長 恐らくコストの面とか、

いろいろあると思います。ただ、民間企業の

ほうとも可能性を探ってもらって、これが環

境保全につながる一歩かなというふうに思い

ますので、それぞれ省庁またがると思います

けれども、そこは連携しながら取り組んでく

ださい。 

 ほかにございませんか。 

 

○磯田毅委員 14ページの、昨年の、もう間

もなく１年たとうとしていますけれども、７

月豪雨の影響っていうのは、私たち、人の知

見では想像もつかないぐらいの影響が出てい

たかと思います。アサリは減っていますけれ

ども、例えばアユの稚魚なんかは増えている

ということもありますので、７月豪雨の影響

が現在のこの八代海の魚種にどういう影響を

与えているのかが１つと、もう一つは、プラ

スチックごみのことですけれども、59ペー

ジ。出さないというのが一番ですけれども、

いろいろ対策されていますけれども、実は、

農業の、特に水稲とか野菜の肥料に、１回で

肥料散布すると、それで十分賄えるという省

力型のコーティング肥料っていうのがありま

すけれども、こういったプラスチックででき

ているかと思いますけれども、このコーティ

ング肥料の推移と、そして、その技術が進ん

でいるかと思いますけれども、その対策につ

いてどうなのか、この２点についてお願いし

ます。 

 

○髙野洋介委員長 まずは、１点目は堀田課

長。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 まず、７月豪雨の八代海での影響というこ

とでございます。昨年７月の豪雨による水産

関係ですけれども、まず、漁船への被害。18

0隻の破損、流出等。それから、施設では中

間育成施設等45か所。それから、水産物では

ヤマメ、アサリ等のへい死や流出等が31か所

という形で被害があっているところでござい

ます。 

 このうちアサリにつきましては、かなり八

代海で、地元の漁協と資源管理の取組等をや

りまして、袋網であったり、あるいはトビエ

イ等の食害からの防護のための被覆網等の取

組で、徐々に生産量が増加していっていたと

ころでございますが、７月豪雨におきまし

て、成貝がほとんど死んでしまいまして、実

際には、昨年度の八代海のアサリの生産量は

21トンという形で、前年の30数トンから大き

く減少をしておるところでございます。 

 また、アユにつきましては、遡上につい

て、かなり影響があるんではないかと、要

は、７月豪雨で、親となるアユが下流、海の

ほうへ流出してしまったり、あるいは漁場環

境が悪化して、翌年の遡上量が減るのではな

いかという形で推察されましたが、このた

め、県で緊急放流等もやったところですが、

すくい上げの量としましては、124万尾とい
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うことで、前年が19万尾ということでしたの

で、こちらについては、逆に、こちらの想定

を超えて、遡上量は多かったという形で出て

おります。 

 ほかの漁業につきましては、今現在、八代

海における豪雨の被害っていうのは、なかな

かこれが分かりにくいと申しますか、ちょう

ど昨年度、コロナ禍でもありまして、天然魚

の単価等も下がっていたという状況もありま

して、なかなかほかの魚種では、八代海の豪

雨での影響というのは、様々なほかの影響も

ありまして、なかなか明確に出ているものは

ございませんが、今のところ、アサリについ

てが被害があっているというところが、私ど

もで明確に把握しているところでございま

す。 

 

○髙野洋介委員長 ２点目は、小原課長。 

 

○小原循環社会推進課長 ２点目のプラスチ

ックの関係でございます。 

 プラスチックの排出抑制対策といたしまし

て、肥料の件、お尋ねをいただきました。昨

年度、私どもで農業団体と連携をさせていた

だいて、農業用の廃プラスチック類の回収、

これをいたしましたが、中で上がっておりま

すのは、やはり多くはビニールシート、マル

チシート、あるいは肥料袋というところでご

ざいます。14トン近く回収をさせていただき

ました。その中で、今の被覆肥料等ではない

シートその他がありました。被覆肥料につき

ましては、農林水産部からにいただきました

資料ですと、被覆材もある程度溶けるという

材質が使ってあるようでございますけれど

も、そこの取扱い等につきましては、農林水

産部から情報をいただきながら、対策はまた

検討していきたいと思っています。ありがと

うございます。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 先ほどの被覆肥料につきましては、肥料の

表面を樹脂で被覆しており、肥料成分が溶け

出すのをコントロールできるようにした肥料

でございます。水稲はじめ、結構多くの品目

で使用されておりますが、この被覆資材につ

きましては、光や微生物などで大体二酸化炭

素、水に分解されると言われており、１年か

ら３年ほど要するというふうに伺っておりま

す。 

 使用量につきましては、農業団体からの聞

き取りですけれども、化成肥料の20％程度を

占めるのではないかということで、農林水産

部としましても、被覆資材は、水稲の代かき

のときに流出する場合がありますので、浅水

での代かきによる流出防止の周知徹底という

のを図っているところです。 

 それから、肥料メーカーでは分解しやすい

ような被覆肥料の開発というのも進めている

というふうに聞いておりますので、商品化を

されましたら、いち早く普及を行っていきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

 

○竹﨑和虎委員 今の海洋プラスチックごみ

のお話があったところですが、22ページから

の海域環境への負荷削減の中で、普及啓発活

動の展開がございます。この中で、有明海・

八代海再生に向けた啓発活動に取り組む、そ

の中で関心が高まっている海洋プラスチック

ごみ問題を取り入れるなど、社会状況に応じ

た啓発活動をやっていくとあって、３の２の

取組実績の御説明の中で、一斉清掃活動は、

このコロナの影響で２万何千人かが6,500人

に減りましたとありました。その②の幼児を

対象とした、または小中学生を対象とした出

前講座等なんですけれども、ここに26園、30

校、延べ3,000人とありますけれども、これ

はいつからやられとったのか。また、去年と

比べてどれぐらい、減っておるんだったら、
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減ったかを教えてください。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

す。 

 すみません、ちょっと調べれば出てくると

思いますので、後ほど、先生、説明させてい

ただきたいと思います。 

 

○竹﨑和虎委員 本会議のときもちょっと申

し上げたんですけれども、やはりこの次の時

代を担う子供たちのために、そういったきれ

いな海、豊かな海を残していこうという中

で、特に、20年後、30年後を見越したとき

に、幼児であったり、小中学生、ちょうどそ

の子たちが、20年、30年たつと、ばりばりの

働き世代であって、また、子育て世代になっ

てくるわけですよね。その子たちに意識づけ

をすることが非常に大切だと思うもんですか

ら。これはもうどんどんやっていただきたい

と思っております。 

 その中で、やはり教育委員会さんとも一緒

になって、今日来られとるか分かりませんけ

れども、やっていただかないと、これは後か

らやられるＣＯ2排出実質ゼロもそうですけ

れども、子供たちの意識づけが非常に大事だ

と思うもんですから、ここ、特にぜひ取り組

んでいただきたいと思います。これは要望で

す。 

 

○髙野洋介委員長 分かりました。 

 

○西山宗孝委員 43ページ、漁場の整備で環

境がよくなっているというお話が幾つかある

んですけれども、特に、覆砂あるいは作澪

等々は非常に効果が出ていると聞いているん

ですが、令和３年度の取組予定として、目標

といいますか、令和２年度のその事業と比べ

て、荒尾市、長洲町、熊本市、宇土市等々で

覆砂ということがありましたが、今年度は、

熊本市地先に限っての表示になっているんで

すが、これはどういったことでしょうか。教

えてください。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 本年度の熊本市ですけれども、予定としま

して、熊本市にも漁場が複数ございまして、

熊本市の中で、４地区で覆砂を行うこととし

ております。結果的には、市町村でいくと熊

本市だけですけれども、熊本市の中で、４地

区で覆砂を実施予定しております。  

 以上でございます。 

 

○西山宗孝委員 書いてあるから分かるんで

すけれども、漁場として、例えばアサリとか

含めて漁場環境等々を考えた場合に、熊本市

で４漁業組合がある、ないということではな

くして、昨年は、一昨年もそうだと思うんで

すが、４つか５つぐらいの市にかかって、バ

ランスよくそういった整備をされてきたと思

うんですけれども、そこ辺りをお尋ねしてい

るんですが。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 覆砂の施行箇所につきましては、毎年、翌

年度については、地元の漁業団体の意向を確

認した上で、効果の高いと見込めるところを

選定して実施をしております。結果的に、昨

年度は４市でやりましたけれども、今年度、

３年度は熊本市の地区ですることとなりまし

た。今後も、事業の効果の高いところ、高く

見込めるところを、漁業者の意見を聞きなが

ら、箇所選定して進めていきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

○西山宗孝委員 よろしくお願いします。 

 もう１つ、42ページ、前のページなんです

が、課題と今後の方向性っていう欄がありま
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して、その３行目に漁場の育成等々の中で、

イカ類の産卵場として利用されているという

くだりがあるんですけれども、私も２月に一

般質問の中で、このイカというのが私の地元

としては相当の高価な代表的な産物でありま

して、これが今年に限っていいますと、ほぼ

ゼロだったということで、年々少なくはなっ

てきているんですけれども、以前は、市か県

か分かりませんけれども、魚礁とか、そうい

った工夫も加えて、イカの産卵なり、生育を

やっていたということもありまして、これは

熊本ではなかなか食べられないような、それ

だけの品質の高い、モンゴウイカとかいうん

ですけれども、これを東京とか都市部に送っ

たということで、ノリ養殖の合間とか、ある

いは、アサリが全く商売にならないので、イ

カは非常に、生産コストは少ないんですけれ

ども、非常に役割を担ってきたこともありま

すが、こういった対策についてはどういうふ

うなお考えかをお聞きします。 

 

○堀田水産振興課長 地元でのこういったイ

カを増やす取組ということにつきましては、

県の中でも、以前は籠に入ったものを逃がし

たりとか、あるいは、藻を漁業者のほうで藻

場造成の取組をされたりとか、そういったこ

とがあったかと思います。 

 県としましても、そういった取組について

は、どんどん地元の御意見を聞きながら検討

してまいりたいというふうに考えているとこ

ろです。 

 近年のイカの減少につきましては様々御意

見がありますけれども、まだちょっと原因と

してはっきりしたものは分かりませんので、

まずは、そういったところはしっかり地元の

御意見を踏まえながら、なぜ減っているかと

いったところをまず押さえるっていうところ

も一つ肝要かと思います。 

 

○西山宗孝委員 地元にイカ組合というのが

小規模あるんですけれども、私も毎年初物の

イカを食べてるんですが、今年はもう全くほ

ぼゼロに近いということもありましたので、

原因究明も含めながら、対策についても意見

を聞いてということで、やっぱり規模が小さ

いし、水揚げも少ないので、意外と、ある意

味なおざりにされるようなところもあるの

で、しっかりとしたそういった組織もありま

すので、意見集約しながら、多分漁業組合員

出しとかではなくて、直接消費地に送るって

いうのになっておりますので、ぜひともそう

いうためにも、気を向けていただければと要

望しておきます。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩田智子委員 59ページなんですけれど

も、プラスチックごみのリサイクルというこ

とで、取組実績の中に、各市町村における分

別回収状況等を調査したと書いてあります

が、この調査結果については、何かどこを見

れば分かりますか。 

 

○小原循環社会推進課長 調査結果につきま

しては、すみません、ホームページ等に掲載

してございませんが、今申し上げますと、い

わゆるあの容器包装リサイクル法の対象を中

心に分別回収をしておられます。 

 45市町村ございますが、いわゆるペットボ

トル、これは全ての市町村で分別回収です。

食品の下に置いてあるのが白色トレイ。こ

れ、あの類が39やられてます。その他のプラ

マーク付につきまして29団体で実施されてい

ます。そして出てきましたのが、そこ中心で

ございますね。それ以外の法対象以外の、い

わゆる洗面器ですとか、ああいうプラスチッ

クの製品でプラスチックのマークのないにつ

いては９団体で実施されている状況です。そ

ちらは少のうございます。 

 続けて言いますと、今度新しく法律が出ま
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したが、そちらの方で、今されてない容器包

装対象、それ以外のほうにも拡大するように

ということで、新しい法で出ておりますの

で、そちらに向けて、市町村の支援とかを行

っていきたいというところでございます。 

 

○岩田智子委員 私としては、やっぱりリサ

イクルも大事なんですけれども、やっぱりそ

のリサイクルができないものも、ごみにしか

ならないものを買わないという、そういうふ

うなことを、私も、学校の教員時代、ずっと

子供たちにも言ってきましたし、自分も気を

つけようと思うんですけれども、なかなかち

またにあふれていて、どれがどういうものか

もよく分からないような状況で消費をしてい

るので、結果については、リサイクルも市町

村でいろいろ分かりましたので、そういうと

ころを啓発していただきたいなと思っていま

す。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○荒川知章委員 52ページなんですけれど

も、マガキの養殖の生産状況が、平成25年で

12.4トン、令和元年で33.3トンとありますけ

れども、水害の影響等もあったと思います

が、令和２年度って出てますか。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 マガキにつきましては、令和２年は、おっ

しゃるとおりに７月豪雨の影響等もあってお

りまして、こちらが、そういう影響もあるだ

ろうということで、速報値で15.5トンでござ

います。これは、夏場の高水温とかの影響も

あるということで、純粋に水害の影響だけか

っていうのがはっきり分からないというとこ

ろでございます。 

 

○荒川知章委員 水害の影響だけじゃないか

もしれないということですけれども、12.4ト

ンから33.3トンまで増えてるっていうこと

は、何かやり方によっては、このマガキが結

構できるんじゃないかというような感じを受

けますけれども、今、魚がかなり取れなくな

ってて、かなり漁業の皆さん困られてます。

こういうマガキが、生産がこういうふうにで

きるのであれば、ちょっとマガキもしたいっ

ていう方もいらっしゃいまして、新たな養殖

の技術開発でありますけれども、これ、具体

的にはどういうのがありますか。 

 

○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 マガキにつきましては、要は、今種苗につ

いては県外産等に頼っているというのが大半

でございまして、これは、コストの面、ある

いはもともと地元におる種ガキのほうが地元

の環境に、要は慣れているということもあり

まして、そういった天然採苗、地元の種から

種苗生産をしようという形で、そういう技術

指導等を現場と一緒にやっておるというとこ

ろでございます。 

 

○荒川知章委員 魚が安定的に取れないもん

で、子供にも継がせることができないとかい

う話も出てて、かなり漁業の人口も減ってく

る可能性もありますので、こういう技術が、

これがいいっていうのがあれば、ぜひ発信し

ていただいて、今、魚取れなくて困っている

方にも、ぜひこういう販路もある、道もある

っていうことで示していただければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○吉永和世委員 この委員会ではもう毎回言

ってきてることかもしれませんけれども、有

明海・八代海再生、１つ、目標っていう中に
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ありますけれども、水質改善と、また水産資

源の回復、あるいは漁場環境の整備、回復等

があるわけでありますけれども、今のこの水

質と水産資源の回復というのが非常に微妙な

関係になってきているっていうのが実態であ

るのかなというふうに思っておるんです。兵

庫県の問題にしろ、あるいは瀬戸内の問題に

しろ、そういった問題があるのかなというふ

うに思っていますが、熊本県にしても、閉鎖

水域、有明海・八代海、その閉鎖水域という

ことで、非常にその水質と水産資源の回復と

いうのが大きな関わりがあるような感じもす

るわけでありますが、熊本県として、この問

題に対して今後どのように取り組んでいこう

というふうに考えていらっしゃるのか、そこ

ら辺をちょっとお聞かせいただければと思い

ますが。 

 

○吉澤環境立県推進課長 ありがとうござい

ます。 

 栄養塩の関係につきまして、６月３日、瀬

戸内海特措法が改正されました。先生御指摘

はその辺りを含めてということだと思います

けれども、あの瀬戸内海というと厳しい環境

規制をしいておりまして、今現状としまして

は、先生からいつも、八代より南、水俣辺り

の水は非常にきれいだということを御指摘受

けておりますけれども、兵庫県辺りの海水

は、栄養塩等の値が水俣、芦北と同程度まで

下がっております。厳しい規制をした結果、

栄養塩の値が少なくなり過ぎて、魚がすみに

くくなっているんじゃないかというようなこ

とで、今回、瀬戸内法が改正されまして、総

量規制と今まで言っておりましたけれども、

厳しい規制ということではなく、県が計画を

立てて、その計画の範囲内、環境基準の範囲

内で、県が計画を立てたところで調整をする

ことができるというような制度が、今回、瀬

戸内のほうでは制度化されております。 

 実際のところ、今後の取組なんですけれど

も、国のほうが、瀬戸内特措法の改正に伴い

まして計画を定めます。それを踏まえて、兵

庫県が令和４年度に新たな計画をつくるとい

うふうに聞いております。 

 この令和４年度に兵庫県がつくる計画とい

うのが程よい栄養塩の在り方についても参考

になるのではないかと私たちも思っておりま

して、これを注視しているところでございま

す。この情報が入りましたら、また先生方に

報告をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○吉永和世委員 本当に、関係がないようで

関係があるような、本当に大変重要な問題か

なというふうにちょっと思ってございますん

で、ぜひそれは傾注して、しっかりと熊本県

として対応していただければと思います。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 

○楠本千秋委員 56ページからの上流から下

流まで連携した海洋ごみ等の対策推進の流れ

の中で、海域の漂流ごみ、あるいは海岸の漂

着ごみというのがテーマであって、回収とか

実施等の報告があってますけれども、海底ご

みというのが全然テーマがないんですけれど

も、この辺のことをできたら取り組んでいた

だきたいなというふうに思いますけれども、

何か考えは。 

 

○植野漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 海底ごみにつきまして漁港漁場でやってま

すのは、漁業に支障がある分については、海

底ごみについても撤去をすることとしており

ます。漁港の事業でできるようになっており

ます。直接漁業に関係ない、例えば網が引っ

かかったりとか、そういうようなものはやり

ますけれども、それ以外については、漁港漁

場事業としてはやりませんけれども、制度上
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は環境省の補助事業で可能ですので、そこは

過去にもお話しいただいた件ありますけれど

も、環境省事業の活用可能な市、町だった

り、そういうところと連携して方策を考えて

いきたいと思います。 

 

○井手順雄委員 海底耕うんしよっど、海底

耕うん、環境省のお金で。そこ、言わな。 

 

○植野漁港漁場整備課長 海底耕うんにつき

まして、土砂の堆積しているものについて、

委員お話しいただきました海底耕うんでも実

施はしております。沈んでる物の回収につい

ては……。 

 

○楠本千秋委員 漁業に問題のあるところは

やっとるということですけれども、このテー

マが、有明海・八代海再生ですので、どう

か、そういう問題が、海底は分かりませんの

で、その辺の調査もしていただいて、やっぱ

り海底にはプラスチックごみ等、あるいは漁

業のごみ等が来ているという情報をいただい

てますので、何かその辺をテーマにしていた

だきたいなということを要望したいと思いま

す。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○吉澤環境立県推進課長 先ほどの竹﨑先生

からの御質問の件ですけれども、まず、水の

学校、これが平成２年度から実施しておりま

して、大体年間10校程度行わせていただいて

おります。 

 次に、水のお話会ですけれども、平成19年

度から取組をさせていただいておりまして、

例年約30校前後の幼稚園等に行かせていただ

いておりまして、大体これも1,000人を超え

る程度になっています。もう予約でいっぱい

というぐらいの盛況でございます。 

 そういう形で、小さい子供たちの世代から

しっかりと環境教育を進めさせていただきた

いと思います。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 なければ、質疑を終了い

たします。 

 次に、議題２、2050年県内ＣＯ2排出実質

ゼロに向けた取組に関する件について説明を

お願いいたします。 

 

○吉澤環境立県推進課長 こちらの別冊とい

うふうに枠を書いておりますのをお願いいた

します。 

 03ページをお願いします。 

 １番、地球温暖化の状況と影響から説明さ

せていただきます。 

 まず、世界の平均気温は、1880年から132

年間で0.85度上昇しておりまして、21世紀の

間に2.6度から4.8度上昇すると予測されてお

ります。 

 一方、熊本の気温ですけれども、世界の平

均を超えておりまして、100年当たり1.7度上

昇しております。21世紀の間に約４度上昇す

る可能性が高いと予測されておるところで

す。温暖化が進行しますと、下のグラフのよ

うに、猛暑日や大雨が増加するということが

予測されておるところでございます。 

 04ページをお願いいたします。 

 地球温暖化対策に関する主な動きでござい

ます。 

 まず、世界の動きとしまして、2015年、平

均気温の上昇を1.5度以内に抑えるというパ

リ協定が締結されております。 

 続きまして、日本でございますけれども、

2020年10月に、菅総理が、2050年温室効果ガ

ス排出実質ゼロを宣言されました。また、今

年の４月の気候変動サミットで、2030年度に

温室効果ガスを2013年度から46％削減するこ

とを目指す、さらに、50％の削減という高み

に向け、挑戦を続けていくということを表明
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されております。 

 下の05ページをお願いいたします。 

 本県では、2019年12月、国に先駆けまし

て、2050年県内ＣＯ2排出実質ゼロを目指す

ことを知事が議会で宣言されております。 

 06ページをお願いいたします。 

 ４の本県の温室効果ガス排出削減目標につ

いてでございます。右のグラフを御覧くださ

い。 

 まず、上の黒い点線でございますけれど

も、2050年の温室効果ガス排出量は、このま

までは37.6％しか削減しないということが予

測されています。それで、左側の第６次環境

基本計画の削減目標でございますけれども、

本年２月に常任委員会に報告した段階では、

40％削減ということを目標と定めておりまし

た。その後、先ほど申し上げたとおり、気候

変動サミットで総理が宣言されましたので、

国の取組の進展も期待し、国の目標を超える

50％削減ということを知事が決断されておる

ところでございます。 

 07ページをお願いいたします。 

 2017年度段階でございますけれども、2013

年度に比べ、17.1％削減という状況でござい

ます。分野別の排出量については、右の円グ

ラフを示させていただいているところでござ

います。 

 08ページをお願いいたします。 

 ゼロカーボンに向けた取組でございますけ

れども、下に掲げております４つの戦略を段

階的に進めてまいりたいと考えております。 

 まず、二重丸で書いております省エネルギ

ーの推進でございます。そもそものエネルギ

ー使用量自体を削減するということでござい

ます。 

 次に、エネルギーシフトです。ガソリンや

灯油などといった化石燃料から、電気や水素

などの使用時にはＣＯ2を排出しないエネル

ギーへの転換を推進してまいります。その上

で、電気のＣＯ2ゼロ化でございます。再生

可能エネルギー等の導入促進によりまして、

発電時のＣＯ2排出をゼロに近づけてまいり

ます。 

 最後に、その他のＣＯ2実質ゼロ化です。

どうしても排出されるＣＯ2につきまして

は、森林吸収量の確保や、その他の取組によ

りＣＯ2を吸収していくということで考えて

おります。 

 09ページにつきましては、取組を目次的に

記載しております。一番下の省エネルギー、

エネルギーシフトと、それぞれ二重丸、四

角、三角と記号をつけておりますけれども、

これは、次ページ以降の取組の方向性などに

このマークを記載しておるというものでござ

います。 

 10ページを引き続きお願いいたします。 

 温室効果ガス排出削減に向けた部門別の取

組の、まず、家庭部門の取組でございます。 

 現状と課題としましては、右側のグラフの

とおり、29.5％の削減状況でございます。 

２の取組の方向性でございますけれども、二

重丸を書いておりますけれども、二重丸、省

エネの推進として、節電やエコドライブな

ど、そのほか、先日、廃食油の回収を県庁で

させていただきましたけれども、このよう

な、すぐにでも取り組める身近な取組から省

エネというものを促進して、まずは参りたい

と思っております。その上で、住宅のＬＥＤ

化だったり、リフォーム時には二重窓や壁の

断熱など耐熱性能の強化を取り組んでいただ

くと。さらに、新築される際には、ＺＥＨ、

いわゆるゼロ・エネルギー・ハウスにしてい

ただくような取組を、段階的に住宅の省エネ

ルギー性能の向上が図られるように取組を進

めてまいりたいと考えておるところでござい

ます。 

 続きまして、11ページ、下の方になります

けれども、昨今話題になっております食品ロ

スの削減に向けて、下の今年度の取組にあり

ますように、食品ロス削減推進計画を策定す
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るとともに、普及啓発を推進してまいりたい

と思っております。 

 続きまして、エネルギー関係ですけれど

も、太陽光発電設備や蓄電設備の普及のた

め、下の今年度の取組にありますように、家

庭での蓄電池設置社会実験や太陽光・蓄電池

初期投資ゼロモデルを推進してまいりたいと

考えております。 

 続きまして、12ページを引き続きお願いい

たします。 

 産業・業務部門についてでございます。 

 １の現状・課題としましては、産業・業務

部門の排出量は右のグラフのとおり16.7％、

31.1％削減しておりますけれども、依然とし

て県内排出量の約50％を占めておる状況でご

ざいます。 

 取組の方向性でございますけれども、ま

ず、県内の企業とＣＯ2排出に関する意見交

換をする中で、今後の企業活動においては、

ゼロカーボンへの取組というものは不可欠で

あるけれども、有効な手だてを模索している

という御意見をいただいておりましたので、

排出削減に意欲的な企業を中心に、電力会社

や金融機関、国等にも参加いただき、ＣＯ2

削減に係る協議を７月から開始させていただ

きます。この中で、ゼロカーボンに向けた課

題や情報共有させていただき、課題解決に向

けた検討を行いたいと考えているところでご

ざいます。 

 続きまして、星印つけておりますけれど

も、条例に基づく計画書制度を活用しまし

て、ボイラーなどＣＯ2を排出するような機

器の更新時期というものを把握させていただ

きまして、省エネ設備への転換ということを

促してまいりたいと考えておるところでござ

います。 

 下の13ページをお願いいたします。 

 企業において再生可能エネルギー使用を表

明していただく「再エネ100％宣言REActio

n」といった取組を県内企業に促進するな

ど、企業の再エネ調達というものを推進して

まいりたいと思います。 

 続きまして、最後の二重丸印をつけており

ますけれども、建築物省エネ法が改正されま

して、省エネ基準適合の義務の対象住宅等が

拡大されております。そのため、新たな制度

を活用することによって、建築物の省エネル

ギー性能の向上というものを図ってまいりた

いと考えております。 

 14ページを引き続きお願いいたします。 

 ③運輸部門についてでございます。 

 右の図を御覧ください。 

 運輸部門の排出量につきましては、2016年

の熊本地震の災害復興の影響もありまして、

５％上昇してしまっているという状況でござ

います。排出量の９割が自動車等のガソリン

及び軽油によるものでございますので、大き

な柱として、まず１つ目は、自家用車から自

転車や公共交通機関への転換ということによ

る燃料使用の削減だったり、電気自動車等の

次世代自動車への転換を推進する必要がある

と考えておるところでございます。 

 ２の取組の方向性でございます。 

 まず、すぐにできる取組として、エコドラ

イブやエコ通勤というものを推進させていた

だきたいと思います。 

 右の図にありますように、具体的取組効果

を見える化して、県民にお示ししたいと考え

ているところでございます。また、公共交通

網の確保・維持を図るとともに、自動車から

公共交通機関への転換や道路の渋滞緩和によ

る温室効果ガスの削減が期待されます空港ア

クセス鉄道の実現に向けた調査検討を行いた

いと考えているところです。 

 続きまして、15ページ、下のほうをお願い

いたします。 

 知事の答弁にもありましたけれども、廃食

油から作られる軽油代替燃料であるバイオデ

ィーゼルにつきましては、使用時にはＣＯ2

を排出しても、原料となる植物が生育時に吸
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収しておるものが戻るだけですので、差引き

のカウントはゼロとなります。このため、事

業活動におけるＢＤＦの普及、利用促進とい

うものを図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 また、電気自動車の関係では、県設置の充

電器の維持管理を行うとともに、各補助、支

援制度についても引き続き情報提供を行いた

いと、また、水素ステーション及びＦＣＶ、

いわゆる燃料電池自動車を見学会、試乗会等

で活用して、県民や市町村等に対して普及啓

発や導入機運の醸成というものを図っていき

たいと思います。 

 自転車の関係ですけれども、自動車から自

転車への転換を促すため、国道や県道の自転

車通行帯の整備など、自転車が利用しやすい

交通環境の構築等に取り組んでまいりたいと

思います。 

 説明は以上でございます。 

 

○小原循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 資料を続けて16ページをお願いいたしま

す。 

 温室効果ガス排出削減に向けた取組のう

ち、廃棄物部門について御説明いたします。 

 ２つ目の丸ですけれども、2017年度の廃棄

物部門の温室効果ガス排出量は約93万ＣＯ2

トン、県全体の7.8％と少ない状況でござい

ます。基準年度よりは増加しておりますけれ

ども、続く３つ目の丸、こちらにございます

ように、近年、法改正がなされまして、規制

が強化されております。今後、代替フロン生

産量・消費量は減少していく見込みでござい

ます。 

 資料17ページをお願いいたします。 

 取組の方向性として、一番上の黒ダイヤ印

でございますが、業務用のエアコン、冷蔵庫

などの廃棄時におけるフロン回収の推進を図

ってまいります。 

 次ですけれども、リサイクル製品の認証、

また、リサイクルに関する研究や施設整備へ

の補助などを行います。 

 ３つ目ですが、市町村等が施設整備を行う

際、計画策定を支援し、環境に配慮した施設

整備を推進してまいります。 

 ３は、今年度の主な取組でございます。 

 廃棄物部門の取組は、以上でございます。 

 

○上塚エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 18ページをお願いします。 

 まず、再生可能エネルギーの導入推進に向

けた主な現状・課題を御説明します。 

 １つ目として、再エネ施設等の必要性が高

まっている中、発電所から消費地に電力を送

るシステムには、災害時の停電等のリスクや

送電容量の限界があるという課題がありま

す。 

 ２つ目に、国の調査結果で、県内の再エネ

導入可能量は、県内エネルギー消費量の最大

1.6倍程度を賄うほどの再エネ資源があると

されておりますが、右のグラフにありますよ

うに、事業用太陽光や木質バイオマス以外の

伸びがあまり進んでいないという課題があり

ます。 

 ３つ目に、再エネを積極的に使うことで、

県内企業が世界的なＲＥ100、企業活動100％

を再生可能エネルギーで行うという取組です

が、この流れに乗り、企業価値の向上など、

ビジネスチャンスが広がる可能性がありま

す。 

 ４つ目に、１つ飛ばして最後の黒丸です

が、メガソーラー等再エネ施設の立地による

環境保全や防災に係るトラブルを未然に防止

し、地域と共生する必要があるという課題が

あります。 

 これらの現状、課題を踏まえた取組の方向

性としまして、１つ目に、送電線整備につい

て国に要望を行うとともに、送電系統に過度
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に頼らないモデルとして、スマートシティ創

造を空港周辺地域等で検討することや、太陽

光・蓄電池付き防災型住宅等の普及拡大を進

めてまいります。 

 ２つ目に、球磨川流域におけるくまもと版

グリーン・ニューディールの実現など、地域

固有の資源を活用し、再エネ供給増加を進め

ます。 

 19ページをお願いします。 

 ３つ目として、中小企業の再エネ電力使用

を進めることで、県内企業や県内への進出を

検討する企業に対して、熊本では、再エネ電

力100％を目指した企業活動が可能という企

業立地面でのブランド創造につなげます。 

 ４つ目としまして、１つ飛ばして最後の三

角ですが、メガソーラー立地協定の締結推進

などにより再エネ施設整備における環境、防

災への配慮向上を促進します。 

 これらの方向性に沿って、３の今年度の主

要な取組にありますように、再エネ先進地創

造事業などの事業に取り組み、再生可能エネ

ルギーの導入を進めてまいります。 

 エネルギー政策課は以上でございます。 

 

○笹木森林整備課長 20ページをお願いしま

す。 

 ＣＯ2の吸収源対策の推進として、森林吸

収源対策についてでございます。 

 １の現状・課題等でございます。 

 森林については、これまでの森林整備の結

果、現状での本県の吸収量は、年間86.9万Ｃ

Ｏ2トンとなってございます。若い森林で

は、樹木が盛んにＣＯ2を吸収する一方、本

県の森林は高齢化してきておりますので、今

後長期的には森林によるＣＯ2吸収量は減少

していく傾向となります。そのため、適切な

間伐を継続しつつ、伐採後の再造林を通し

て、ＣＯ2をより多く吸収する若い木を増や

し、森林を若返らせることで、将来のＣＯ2

吸収量を安定的に確保していく必要がござい

ます。 

 それを踏まえ、２の取組の方向性です。 

 2030年度の、森林によるＣＯ2吸収量の目

標として、2013年度の温室効果ガス排出量の

3.6％に当たる年間51.4万ＣＯ2トンを設定

し、ＣＯ2吸収源対策に取り組んでまいりま

す。 

 この実現に向け、具体的には、伐って使っ

て植えて育てるという森林資源の循環利用サ

イクルを確立するため、下の①から④のとお

り、適切な間伐や伐採後の再造林の推進、企

業や法人等が行う森づくり活動の促進、住宅

等を初めとする県産木材の利用拡大、排出削

減量を森林の吸収量等で埋め合わせるカーボ

ン・オフセットの普及に取り組んでまいりま

す。 

 そうした中、３の今年度の主要な取組とし

ては、記載のとおり、間伐等の森林整備に対

する助成、企業や法人等が行う森づくり活動

への助成、新築する住宅への県産木材の提供

などに取り組んでまいります。 

 森林整備課は以上でございます。 

 

○吉澤環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ③ゼロカーボンに向けた広域連携や県民運

動の推進でございます。 

 １の現状・課題でございますけれども、温

暖化防止活動に対する県民の意識が向上して

おりますけれども、引き続き県全体の取組を

推進する必要がございます。 

 続きまして、23ページの取組の方向性でご

ざいます。 

 2050年ゼロカーボンに向けた新たな県民運

動を展開し、環境負荷の少ないライフスタイ

ルやビジネススタイルへの転換を図ってまい

らなければならないと思っております。 

 下に、Ｈｏｐ・Ｓｔｅｐ・Ｊｕｍｐと県民

運動のイメージを記載させていただいており
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ます。今すぐにできることとして、例えば小

まめな節電だったり、照明のＬＥＤ化、エコ

ドライブなどに取り組みいただくことをまず

は要請させていただくと。 

 続きまして、一歩進んで、省エネ家電の購

入だったり、リフォーム時の断熱性能強化、

ハイブリッド車への乗り換えなどを進めてま

いりたいと考えております。 

 さらに、ステップアップして、再エネ設備

による自家発電の導入であったり、住宅のゼ

ロ・エネルギー・ハウス化、電気自動車の購

入などをお勧めし、このようなイメージで、

今できることから一歩踏み込んだ取組まで、

タイミングを合わせて、段階的に取組を整理

して、特別委員会にも御相談させていただき

たいと思っておるところでございます。 

 続きまして、24ページをお願いいたしま

す。 

 県の事務・事業における排出削減について

でございます。 

 右の図のように、現在のところ、44.7％削

減しているところでございます。今後さら

に、県が率先して温室効果ガス排出削減に取

り組む必要があると考えておるところでござ

います。 

 具体的な取組の方向性でございますけれど

も、目標としまして、温室効果ガスの排出量

を60％以上削減することに取り組んでまいり

たいと思います。 

 先日、肥後銀行が60％ということを目標に

するということで出しておられましたので、

それ以上というような形で取組を進めたいと

思っておるところです。 

 25ページをお願いいたします。 

 当面の取組になりますけれども、当面の具

体的な事業を記載させていただいておりま

す。 

 まず、県庁舎本館等へのＬＥＤ照明導入に

より、電力使用量を抑制します。また、県が

実施するイベント等において、先ほど申し上

げたようなＢＤＦ、バイオディーゼル燃料や

再生可能エネルギー等を活用するなど、環境

に配慮した取組を推進していきたいと思って

おります。 

 また、本年４月からは、再生可能エネルギ

ーで発電された電力の調達を球磨地域振興局

や芦北地域振興局、環境センター等において

開始しましたけれども、県庁舎等へ再生可能

エネルギー比率の高い電力を調達するととも

に、今度、７月からは球磨川流域の県南広域

本部や地域振興局において、再生可能エネル

ギーの発電施設や蓄電施設の導入調査にも着

手してまいりたいと考えております。県有施

設に再生可能エネルギー設備を導入して、Ｃ

Ｏ2排出削減と防災機能の強化の両立という

ものを図ってまいりたいと考えております。 

 説明は以上です。 

 

○髙野洋介委員長 以上で執行部からの説明

が終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 

○岩田智子委員 18ページです。メガソーラ

ー等の立地により、環境、景観保全や防災に

係るトラブルを防止し、地域と共生する必要

があると書いてありますが、今日は毎日新聞

でしたかね。各都道府県にこのメガソーラー

とトラブルがあるかとか、そういう何か数字

が載っていたんですが、熊本県の場合、今ど

うなんでしょうか。 

 

○上塚エネルギー政策課長 確かに、あのメ

ガソーラーにつきましては、建設中も含め

て、この梅雨時期とかの豪雨があったときと

かには、濁流が流れたり、そういったお話が

入ってくることがあります。そのときには、

もう私ども、あるいは、例えば林地開発の許

可とかが絡んでくるんであれば、農林サイド

あたりと一緒になって、ちょっと調査をして

いるところでございます。 
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○岩田智子委員 とても再生可能エネルギー

というのは私もすごく興味があって、大事な

ことだと思っているんですが、本当にその共

生ができるかどうかっていうのをしっかりと

考えていかなくちゃいけないなというふうに

思っていますので、また情報を教えてくださ

い。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

○坂梨剛昭委員 ７ページなんですが、13年

度から17年度で、４年間で17％の温室効果ガ

スが減少した、この取組というか、これはど

のような形で、何が、普及活動によって減少

したっていうことなのか、または、これから

21年度、そして30年度に向けてどのような形

で皆さんに普及活動で、何パーセントを目標

にやってるのかっていうのを教えていただき

たいなということと、もう１つ、２点目のほ

うは、先ほど岩田議員のほうも言われてたソ

ーラーパネル、再生可能エネルギーのことな

んですが、今、熊本県は、メガソーラー、ま

たはソーラーパネルの設置状況は、他県と比

べてどのような状況なのかなということ、そ

れは風力発電も含めて熊本県がどれだけ突出

しているのか、もしくはまだそのレベルに達

していないのかも含めて、他県と比べての状

況を２点、教えていただけないでしょうか。 

 

○吉澤環境立県推進課長 この17.1％、どの

ような取組を進めてきたか、それと、どの程

度、目標をどこまで持っていきたいとかとい

うことについて、まず説明させていただきま

す。 

 まず、この17.1％というところにつきまし

ては、従来からくまもとらしいエコライフと

いうことで、節電だったり、太陽光の導入で

あったり、細かなところではゴーヤ等による

緑のカーテンだったり、そういったことに取

り組んでおりました。そういう細かなところ

の取組の積み上げが、こういう17.1％という

ことになっておると思っています。 

 目標をどこまで持っていくかですけれど

も、50％削減ということを2030年度の目標に

定めております。なかなか2030年度、50％と

いう数字は難しい数字でございますけれど

も、駅伝のときに１秒を削り出すというよう

なことでテーマでありますけれども、少しず

つでも削り出しながら、エネルギーの削減を

進めて、また、技術革新等を積極的に取り組

みながら、50％に向けて取組を進めたいと思

っておるところでございます。 

 

○上塚エネルギー政策課長 先生御指摘のメ

ガソーラーと風力の他県の状況ですが、申し

訳ございません。他県との比較が少し分から

ない部分がありますが、資料の18ページのグ

ラフにありますように、黄色い部分が事業用

太陽光、メガソーラーがかなりの部分を占め

ておりますが、2012年からかなり伸びを示し

ているところでございます。 

 今後も、ＦＩＴ認定されてまして、それ

で、まだ稼働してないのが40ぐらいあります

ので、そこがまだ建設が進んでいくのかな、

もう少し伸びは期待できるのかなと思ってお

ります。 

 それと、もう１点の風力につきまして、そ

の２つぐらい上のちょっと黒っぽいやつなん

ですが、これが2012年から比べますと、ほと

んど伸びはありません。ただ、国の調査によ

る熊本県内のポテンシャルとしては、非常に

風力について大きなポテンシャルがあると出

ておりますので、これを少し進めていきたい

というふうに思っております。それにつきま

しては、いろんな地域と共生する枠組みを考

えながら取り組んでいきたいと思っていると

ころでございます。 

 以上です。 
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○坂梨剛昭委員 ありがとうございました。 

 先ほどのその再生可能エネルギーについて

は、しっかりと目標を持っていかなければ、

そのゼロに向けてはちょっと進まないと思う

ので、そういったところも、企業、もしくは

もう一般家庭にも普及活動が必要じゃないの

かなというふうに思います。 

 また、17％、各家庭での小さな努力がそう

いった17％に結びついていると。確かに、あ

のゴーヤのカーテンは、実は県北のほうは結

構あるんですよ。これによって、意外に、本

当にクーラーとかもあまりつけずに済むとこ

ろも、扇風機でも済む感じで過ごせたり、こ

れも非常に効果的でいいのかなというふうに

思います。 

 最後に、あと１点、世界がこのゼロカーボ

ンに向けて挑戦している中で、日本はもう47

都道府県各県が挑戦している中で、どこが一

番、一番先端、最新っていうか、一番前に突

き進んでいってるのかというの、そういった

のはあるんでしょうか。他の都道府県の中で

ですね。 

 

○吉澤環境立県推進課長 目標値を掲げてい

る都道府県でいきますと、50％削減というと

ころでは、掲げているところが４団体ござい

ます。それを超えて、１団体だけ60％を掲げ

ている。これが６月の直前に出されたんです

けれども、長野県が高い数値を目標とされて

おります。 

 具体的な中身についても、例えば、環境省

から出向者がおって取組を進めておったりだ

とか、取組を私たちが参考にできるようなも

のをされておりますので、その辺りも参考に

しながら、熊本らしさというものを取り入れ

て、しっかりと私たちも考えたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

 

○坂梨剛昭委員 ぜひ、もう本当に積極的に

取り組んでいるところを参考にしてもらって

熊本県らしさで取り組んでいただきたいなと

思います。 

 以上です。 

 

○上塚エネルギー政策課長 先ほど先生が他

県と比べてっていうお話だったんですが、参

考までですが、住宅用の太陽光発電システム

に関しましては、佐賀県に続きまして全国第

２位という普及率になっております。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、質疑を終了いたします。 

 次に、今回、本委員会に付託された請願を

議題といたします。 

 請第29号について、執行部から状況の説明

をお願いいたします。 

 

○堀田水産振興課長 有明海再生の根源的な

解決を図るため、国が福岡高裁による和解協

議の提案を受け入れるよう求める意見書につ

いてでございます。 

 こちらにつきましては、諫早湾干拓事業潮

受け堤防排水門の開門確定判決に関する国に

よる請求異議訴訟の差戻し審で、福岡高裁が

示した和解協議に関する考え方を国が受け入

れることを求める意見書を国に提出されるよ

う請願されているものです。 

 今回の和解協議につきましては、４月28日

に福岡高裁で開催された諫早湾干拓事業に係

る請求異議訴訟の差戻し審における第６回口

頭弁論後の非公開の場において、福岡高裁が

原告である国と被告である漁業者側の双方に

対し書面で示されたと報道されております。

この情報については、当事者である漁業者側

弁護団が記者会見で明らかにしているもので

す。 

 一方、当事者である国側に確認しましたと
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ころ、非公開の場での協議内容は明らかにで

きないとのことでした。このため、福岡高裁

が示したとされる和解協議の状況について、

その内容を客観的に把握することができない

という状況にございます。 

 状況の説明については以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 ただいまの説明に関して

質疑はございませんか。 

 

○坂田孝志委員 今説明があったわけであり

ますが、このことについては、裁判所の和解

勧告、和解の提案でありますが、当事者のみ

に非公開、非開示で示されたものでありまし

て、私どもは、和解の内容も何も分からない

状況なんですね。審議の必要もないというよ

うなことでありまして、まだ誰も何もお話が

ないというふうなことでもあるわけでありま

して、そもそも、こういうのを、そういう中

で、出せるものかどうなのかという気持ちを

持っておりますが、そういう状況でございま

すので、これは取り上げるわけにいかない

と、不採択でお願いしたいということで発言

させていただいたところでございます。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで質疑を終了いたします。 

 次に、採決に入ります。 

 請第29号についてはいかがいたしましょう

か。 

  （「採択」「不採択」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 採択、不採択両方の意見

がありますので、採択についてお諮りいたし

ます。 

 請第29号を採択とすることに賛成の委員の

挙手を求めます。 

  （賛成者挙手) 

○髙野洋介委員長 挙手少数と認めます。よ

って、請第29号は、不採択とすることに決定

いたしました。 

 続きまして、付託調査事件の閉会中の継続

審査についてお諮りします。 

 付託調査事件については、引き続き審査す

る必要があると認められますので、本委員会

を次期定例会まで継続する旨、会議規則第82

条の規定に基づき、議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 では、そのようにいたし

ます。 

 その他に入ります。 

 その他として何かありませんか。 

 

○西村尚武委員 ちょっと質問します。 

 今、牛深のほうで、モジャコ漁、養殖ブリ

の稚魚になるんですが、それが大体４月の

頭、中旬から約50日の期間があると。そうい

う中で、計画では120万尾を立ててました

が、実際のところ、２から３万尾で終わって

しまう。採捕率というんですか、熊本の場

合、採捕率は２％であったと。熊本の場合は

牛深市しかないですから、これが、あと、宮

崎、長崎、鹿児島、大分、これは採捕率が7

0％という結果が出ております。単年度の現

象かもしれませんが、宮崎、長崎、鹿児島、

大分の場合は、モジャコも小さい、ジャニイ

というんですか、それまで取るという部分も

数字に入っているんですが、ただ、地元で

は、先ほど環境立県推進課のほうから温暖化

の話もありました。その温暖化が影響してい

るんじゃないかという意見が結構出ておりま

す。 

 なぜかというと、４月の頭から50日の期間

は、天草沖、牛深沖の水温が上がって、その

時期の漁はもう北に上がってしまうと。その

辺で、単年度で済めばいいんですが、ちょっ

と大きな影響があるもんですから、県として

の見解をお聞きしたいと思います。お願いし

ます。 
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○堀田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 ブリ養殖に必要なブリの稚魚、一般にモジ

ャコと呼ばれておりますけれども、これの状

況につきましては、水産振興課のほうで、水

産部局の方で許可を出して状況を把握してい

るところでございます。 

 毎年、こちらにつきましては、約80万尾程

度が必要量というふうにされておりますけれ

ども、通常は、これまでその半数程度を地元

の採捕で賄いまして、残り半分程度は他県の

ほうから購入するといった形で充足をされて

おったところでございます。 

 毎年、牛深のほうから採捕に出かけられる

ところでございますけれども、通常は、操業

日数が２日程度という形で、目標の40万尾で

あったり、30万尾であったり、そういったと

ころの尾数について、多いときで80万尾か

ら、少ないときで30万尾といった形で採捕を

行っておられたところですけれども、今年度

につきましては、許可を例年より早い時期か

ら始め、延長を重ねまして、全部で70日間の

許可期間中で12日間操業に出ていただいてお

りますが、結果としては、先ほど言われまし

たように、採捕に必要なものの２％にも満た

ない状況でございます。 

 今年度の状況としまして、特徴的なものと

しましては、先ほど委員御指摘もありました

とおり、早い時期からモジャコが流れてきて

おりまして、いつもより早い時期に主だった

盛期が終わってしまったというようなこと

が、報告があっております。 

 ただ、平成23年度からの記録を見ますと、

最低で20％程度といったときもございまし

て、こちらにつきましては、今年だけの状況

なのか、今後の状況であるのかっていうの

が、いまだに把握ができておりません。こち

らにつきましては、関係各県、それから国の

方でも、国の研究機関のほう含めて、情報等

を収集して、原因等を探っておるところでご

ざいます。 

 ただいまのほかの牛深の漁業者含め、県内

養殖業者につきましては、他県からの購入等

も含め、今種苗の確保等を行われているとい

う状況でございまして、水産振興課では、そ

の状況を情報収集しまして、実際にどれぐら

いの量が足りないのか、あるいは今後それに

対してどのように対応していくかということ

について、引き続き検討してまいりたいとい

うところでございます。 

 水産振興課からは以上でございます。 

 

○西村尚武委員 説明いただきましたが、単

年度のスポット的なものなのかどうなのかっ

ていうの、これ、はっきりと言って分からぬ

ところですよね。ただ、今のコロナ禍の中

で、養殖漁業であったり、漁船漁業であった

り、大変厳しい中でも、やはりこのモジャコ

漁に関しては、取るところは結構な取れ高と

いうのがあるもんですから、やはり対策とい

うのも考えていかないかぬのかなと。例えば

期間を変えるとか、あとは、難しいかもしれ

ぬですけれども、漁場のエリアを拡大すると

か、その辺はぜひ考えていただきたいと思っ

ております。これは要望でお願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、以上で本日の議題は全て終了い

たしました。 

 これをもちまして第14回有明海・八代海再

生及びゼロカーボン社会推進特別委員会を閉

会いたします。 

  午後０時6分閉会 

 

○髙野洋介委員長 なお、永松総括審議員に

おかれましては、６月30日をもって県職員を

退職され、国に復帰されるということでござ

いますので、一言御挨拶をいただければと思
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いますが、委員の皆様、よろしいでしょう

か。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 それでは、永松総括審議

員、お願いいたします。 

  （永松総括審議員から退任挨拶） 

○髙野洋介委員長 お疲れさまでございまし

た。 

 これをもちまして委員会終わります。あり

がとうございました。 

  午後０時7分 
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